
平成２６年度 総会議案書 
 
 
 
 

日時  平成26年6月10日（火） 
午後４時３０分～ 
 

場所  ホテルグリーンタワー幕張 

（公財）日本電信電話ユーザ協会 
 千葉・市原・東金地区協会   



■総会議決事項  
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(1)第一号議案 平成２５年度の事業報告について 

  ・報告１ 会員数の状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 2 

  ・報告２ テレコミュニケーション教育研修活動について・・・・・・・・・ Ｐ. 3 

  ・報告３ ＩＣＴセミナーについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 4 

  ・報告４ 情報通信施設見学会について・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 5 

(2)第二号議案 平成２５年度の収支報告について・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 6 

(3)第三号議案 平成２５年度の監査報告について・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 7 

(4)第四号議案 平成２６年度の事業計画について・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 8 

＜参考１＞ 第２８回(平成２６年度)電話応対ｺﾝｸｰﾙ千葉県大会について・・・・ Ｐ. 10 

＜参考２＞ 第５３回(平成２６年度)電話応対ｺﾝｸｰﾙ全国大会について・・・・・ Ｐ. 11 

＜参考３＞ 第５３回(平成２６年度)電話応対ｺﾝｸｰﾙの問題について・・・・・・ Ｐ. 12 

(5)第五号議案 平成２６年度の収支予算について・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 13 

(6)第六号議案 地区役員等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 14 

(7)その他 地区表彰の実施について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ. 15 



地区名 
平成２4年度
末会員数 

Ｈ25年度会員増減数 
対前年比 

平成25年末 
会員数 

入会数 退会数 差分 

  千葉・市原・東金地区 638 4 62 ▲58 ▲9.1% 580 

  成田・佐倉地区 134 0 13 ▲13 ▲9.7% 121 

  茂原･夷隅地区 160 0 11 ▲11 ▲6.9％ 149 

  市川・浦安行徳地区 227 4 10 ▲6 ▲2.6% 221 

  船橋・習志野・八千代・鎌ケ谷白井地区 345 2 38 ▲36 ▲10.4% 309 

  柏・流山・我孫子・沼南地区 184 2 10 ▲8 ▲4.3% 176 

  野田・関宿地区 106 2 6 ▲4 ▲3.8% 102 

  松戸地区 151 1 9 ▲8 ▲5.3% 143 

  木更津・館山・鴨川地区 336 0 17 ▲17 ▲4.5% 319 

  銚子・香取・旭・匝瑳地区 224 3 18 ▲15 ▲5.1% 209 

合計 2,505 18 194 ▲176 ▲7.0% 2,329 

会員数状況等について 

年度 
支部 H24 H25 

対前年 
増減 

対前年比 

東京 5,977 5,441 ▲536 ▲9.0% 

千葉 2,505 2,329 ▲176 ▲7.0% 

茨城 2,174 2,016 ▲158 ▲7.8% 

神奈川 2,515 2,287 ▲228 ▲10.0% 

埼玉 1,902 1,813 ▲89 ▲4.9% 

栃木 2,082 1,961 ▲121 ▲6.2% 

群馬 3,109 3,033 ▲76 ▲2.5% 

山梨 1,550 1,492 ▲58 ▲3.9% 

(2)退会理由分析結果 

【1】千葉支部会員状況の推移 

【2】首都圏支部の会員状況の推移（参考） 

順位 入会の動機・キッカケ 件数 割合 

1 会員・役員等からの紹介 9 50.0% 

2 ｺﾝｸｰﾙ・ｾﾐﾅｰ等への参加 7 38.9% 

3 ユーザ協会の趣旨に賛同 1 5.6% 

4 その他 1 5.6% 

合計 18 100.0% 

(1)入会理由分析結果 

【３】参考資料 
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順位 退会の理由 件数 割合 

1 会社又は事業所の経費節減 120 61.9% 

2 割引特典の利用中止 43 22.2% 

3 統廃合・廃業・倒産 23 11.9% 

4 他協会への移転 7 3.6% 

5 会費未納による退会 1 0.4% 

合計 194 100.0% 



研修・大会名 
実施 
回数 

項目 合計 

千葉・
市原・
東金地
区 

成田・
佐倉地
区 

茂原・
夷隅地
区 

船橋・
習志
野・八
千代・
鎌ケ谷
白井地
区 

市川・
浦安行
徳地区 

柏・流
山・我
孫子・
沼南地
区 

野田・
関宿地
区 

松戸 
地区 

木更
津・館
山・鴨
川地区 

銚子・
香取・
旭・匝
瑳地区 

  
参加者研修 6 

参加人数 203 50 5 4 58 20 17 3 23 15 8 

事業所数 93 21 5 4 22 13 5 2 10 7 4 

直前研修 7 
参加人数 201 56 4 6 35 41 15 3 24 9 8 

事業所数 94 24 4 3 22 16 6 2 10 3 4 

地区大会（CD収録） - 
参加人数 204 53 7 5 36 45 16 3 20 11 8 

事業所数 56 12 4 3 7 7 5 2 7 5 4 

千葉県大会 
(H25年10月18日) 

- 
参加人数 52 16 3 1 3 10 4 2 7 3 3 

事業所数 30 6 3 1 3 4 3 2 3 3 2 

全国大会 
(H25年11月22日) 

- 
参加人数 1 - - - - 1 - - - - - 

事業所数 1 - - - - 1 - - - - - 

  
上期研修 6 

参加人数 209 41 2 19 4 30 13 0 13 65 22 

事業所数 86 19 1 6 4 12 6 0 8 17 13 

下期研修 6 
参加人数 153 29 0 18 16 7 2 1 4 67 9 

事業所数 55 12 0 3 11 2 1 1 2 16 7 

年間合計 12 
参加人数 362 70 2 37 20 37 15 1 17 132 31 

事業所数 141 31 1 9 15 14 7 1 10 33 20 

地区協会独自開催 11 
参加人数 291 35 0 0 29 0 73 52 0 102 0 

事業所数 145 19 0 0 19 0 48 39 0 20 0 

テレコミュニケーション教育研修活動 

【1】電話応対コンクール、ビジネスマナー 各種研修及び大会等 

平成25年10月18日 於：NTT幕張ﾋﾞﾙ 第一ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ 

□総合優勝・千葉県知事賞 

□電話応対専門の部 

□一般の部 

入賞 事業所名 出場者名 出場地区協会 

優勝 キヤノンカスタマーサポート株式会社 房枝 あやの 千葉・市原・東金 

準優勝 佐川急便株式会社 城東店 小泉 絵里 市川・浦安行徳 

三位 株式会社QVCジャパン 平川 道子 千葉・市原・東金 

特別賞 佐川急便株式会社 千葉店 田中 良美 
船橋・習志野・八
千代・鎌ケ谷白井 

特別賞 SMBC日興証券株式会社 津田沼支店 渋谷 めぐみ 
船橋・習志野・八
千代・鎌ケ谷白井 

入賞 事業所名 出場者名 出場地区協会 

優勝 
株式会社大塚商会  
たのめーるコンタクトセンター 

坂井 由江 市川・浦安行徳 

準優勝 株式会社QVCジャパン 中野 英行 千葉・市原・東金 

三位 佐川急便株式会社 野田店 石川 みさと 野田・関宿 

特別賞 ホテルオークラ東京ベイ 平井 泉 市川・浦安行徳 

特別賞 株式会社ミリアルリゾートホテルズ 中村 明日香 市川・浦安行徳 

入賞 事業所名 出場者名 出場地区協会 

総合優勝 
千葉県知事賞 

株式会社大塚商会  
たのめーるコンタクトセン
ター 

坂井 由江 市川・浦安行徳 

（敬称略） 【2】電話応対コンクール千葉県大会結果 

電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー 
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ＩＣＴセミナー実施状況について 

 【1】ＩＣＴセミナー・新春セミナー実施状況 
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事業項目  実施概要  参加人員 備考 

新
春
セ
ミ
ナ
ー 

銚子地区 
1月２８日(火) 

講師：戸張 捷氏         「ｺﾞﾙﾌとﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ」  
・実施会場：銚子商工会議所大ﾎｰﾙ 
※銚子商工会議所共催 

141 ― 

木更津地区 
２月５日(水) 

第一部講師：ＮＴＴ東日本-千葉    「最近の通信動向につ
いて」 
第二部講師：竹田 恒泰氏  「日本はなぜ世界で一番人気
があるのか」 
・実施会場：かずさｱｶﾃﾞﾐｱﾎｰﾙ 
※木更津商工会議所・君津商工会議所協賛 

206 ― 

東葛3地区 
合同開催 
2月20日(木) 

第一部講師：ＮＴＴ東日本  「新OSへのﾃﾞｰﾀ移行支援ｻｰ
ﾋﾞｽのご紹介」 
第二部講師 田部井 淳子氏 「世界の山々をめざして」 
・実施会場：三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ柏 

110 
・柏・流山・我孫子・沼南地区(８５名) 
・野田・関宿地区(１４名) 
・松戸地区(11名) 

合       計 558 ― 

実施項目 実施概要 参加人員等 

スマホ・タブレット 
セミナー（支部） 
１１/6（水） 

・モバイルグループウェアの概要と体感 
・営業ツールとしてのタブレット活用事例 
・営業利用目線でのセキュリティ対策  

・千葉・市原・東金地区(9名) 
・成田・佐倉地区(1名) 
・市川・浦安行徳地区(3名) 
・銚子・香取・旭・匝瑳地区(1名) 

・会員以外（11名)          

 【2】スマホ・タブレットセミナー実施状況 

(2)地区協会 

事業項目 実施概要 
参加 
人員 

地区協会別参加人員 

千葉・
市原・
東金地
区 

成田・
佐倉地
区 

茂原・
夷隅地
区 

船橋・
習志
野・八
千代・
鎌ケ谷
白井地
区  

市川・
浦安行
徳地区 

柏・流
山・我
孫子・
沼南地
区 

野田・
関宿地
区 

松戸地
区 

木更
津・館
山・鴨
川地区 

銚子・
香取・
旭・匝
瑳地区 

新春セミナー 
支部 1月27日(月) 

一部講師：NTTドコモ千葉支店  
「ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄの最新事情」 
二部講師：加来 耕三氏 
「戦国武将に学ぶﾘｰﾀﾞｰの条件 
・実施会場：三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 

  101  78 1    -  5 6 1    -  4 5 1 

(1)支部 



地区協会名 実施月日 
実施場所 

(第2見学場所) 
参加人員 

松戸 11月12日 
ＮＴＴ筑波研究開発センタ 
（ガラス工房シリカ） 

29名 

市川・浦安行徳 

11月19日 

ＮＴＴ技術史料館 
（浅草演芸ホール） 

19名 

柏・流山・我孫子、沼南 
ＮＴＴ筑波研究開発センタ 
（ガラス工房シリカ） 

28名 

銚子・香取・旭・匝瑳 
光ＨＯＵＳＥ千葉 
（新橋演舞場） 

66名 

木更津・館山・鴨川 11月20日 
ＮＴＴ－ＮＯＴＥ 
(横須賀軍港めぐり） 

26名 

野田・関宿 11月21日 
ＮＴＴ筑波研究開発センタ 
（ガラス工房シリカ） 

25名 

木更津・館山・鴨川 11月26日 
ＮＴＴ－ＮＯＴＥ 
(横須賀軍港めぐり）  

51名 

船橋・習志野･八千代･鎌ケ谷白井 

12月3日 

ＮＴＴ－ＮＯＴＥ 
(歌舞伎座） 

40名 

千葉・市原・東金 
光ＨＯＵＳＥ千葉 
（Orbi Yokohama） 

３６名 

茂原・夷隅 ４名 

成田・佐倉 12月6日 
光ＨＯＵＳＥ千葉 
（Orbi Yokohama） 

9名 

全地区合計 - - 333名 

情報通信施設見学会について 
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３、繰越資産 

１、収入の部 

項目 
予算額 
(Ａ) 

決算額 
(B) 

増減 
(Ｂ)-(Ａ) 

備  考 

前年度繰越金 1,241,851 1,241,851 0 ―  

会費収入 3,672,000 3,602,585 ▲ 69,415 会員数減による 

雑収入等 150 3,537 3,387 平成24年度預かり金振替補正のため 

事業収入 140,000 80,562 ▲ 59,438 
情報通信施設見学会の参加者減による業務提
携費用の減 

合  計① 5,054,001 4,928,535 ▲ 125,466 - 

2、支出の部 

区分 項目 
予算額 
(Ａ) 

決算額 
(B) 

増減 
(Ｂ)-(Ａ) 

備  考 

事 
業 
費 

電話応対競技支出 280,300 187,012 ▲ 93,288 参加者減による 

セミナー等費支出 850,000 127,908 ▲ 722,092 
スマホ・タブレットセミナー費用が、本部経
費で支出となったため 

施設見学会 650,000 246,166 ▲ 403,834 参加者の大幅な減 

組織強化費支出 155,000 144,557 ▲ 10,443 － 

小  計② 1,935,300 705,643 ▲ 1,229,657 ― 

管 
理 
費 

会議費支出 1,100,000 580,630 ▲ 519,370 理事会、総会費用を計上、参加者減による。 

諸経費支出 130,000 424,866 294,866 Winxp対策用PCの購入等 

小  計③ 1,230,000 1,005,496 ▲ 224,504 ― 

表 彰 費④ 80,000 0 ▲ 80,000 役員功労賞等表彰該当無しのため 

内 
部 
取 
引 

法人税等分担支出 160,000 17,828 ▲ 142,172 予算額計画誤り 

消費税等分担支出 155,000 169,525 14,525 ほぼ前年並み 

上部費支出 750,000 319,000 ▲ 431,000 予算額計画誤り 

小  計⑤ 1,065,000 506,353 ▲ 558,647  ― 

当期支出額合計 
②+③+④+⑤=⑥ 

4,310,300 2,217,492 ▲ 2,092,808 ― 

次期繰越収支差益額 
①-⑥=⑦ 

743,701 2,711,043 1,967,342 ― 

区分 項目 金額 備考 

流動・固定資産 

現金・預金 2,430,612 千葉銀行２口座、千葉興業銀行１口座 

未集金 6,000 年会費未収金分  

その他(固定資産等) 280,751 ― 

流動負債 
未払い金 320 ３月分宅配ﾒｰﾙ便代金 

前受金 6,000 年会費の前受金 

合  計 2,711,043 ― 
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監 査 報 告 
 
 

 
 

 公益財団法人日本電信電話ユーザ協会千葉・市原・東金地区協会会則第１２条第4項に

基づき、平成２５年度（平成２５年４月１日～平成２６年３月31日）の公益財団法人日

本電信電話ユーザ協会千葉・市原・東金地区協会の財務状況について、出納簿、証拠書類、

預金通帳、現金等を照合した結果、適正かつ正確であることを認めました。 

 

また、業務についても適正に執行されていると認めましたので、本書をもってご報告い 

たします。 

                                     以上 

 
 
 



■基本方針（千葉支部） 
１.公益事業の持続的発展 
(1)テレコミュニケーション教育事業については、コンクール、コンテスト、検定、研修等の更

なる参加者拡大に向けて、新たな参加事業所への勧奨を強化するとともに、会員以外の事業所
に対して参画を促す活動に取り組むことで、事業の拡大を図る。 

(2)ＩＣＴ活用推進事業については、モバイル、クラウド、セキュリティ等をテーマとしたＩＣ
Ｔセミナーや研修を開催する.。  

２.公益財団法人としての適正な業務遂行の徹底公益財団法人としての業務運営の一層の適正化に
向け、業務プロセスの見直しに取り組むとともに、効率的な業務運営体制の構築を図る。 

【具体的な取り組み】 
1.テレコミュニケーション教育事業の拡大 
(1)電話応対コンクールについては、未参加企業・事業所への提案活動を推進し、参加者の拡大

に加えて参加事業所の拡大を図ります。・１事業所様 参加無料枠を拡大し少しでも参加し
やすいコンクールを目指します。（５名まで無料⇒１０名まで無料） 

（目標参加者数： ２４０名、 平成２５年度実績：２０４名） 
(2)企業電話応対コンテスト・電話応対診断については、あらゆる機会を活用した、周知活動を

行うとともに、過去に参加経験 のある企業へのきめ細かい参加勧奨等により、更なる参加企
業・事業所の拡大を図ります。 

（目標参加者数：１2事業所、 平成２５年度実績：10事業所） 
(3)電話応対技能検定 
４級新設をトリガーに検定事業の知名度向上及び普及拡大に向けた取り組みを強化し、受験者の

拡大を図ります。 
（目標受験者数：180名、 平成２５年度見込み：１６１名） 
(4)ビジネスマナー等研修については、コンクール・コンテスト・検定との連動を図リ参加企

業・事業所の拡大を図ります。 
2.ＩＣＴ最新情報発信のための新春セミナー開催、ＢＣＰ、ＢＹＯＤ等をテーマとしたセミナー
や活用例を用いたスマホ・タブレットセミナー開催 
(1)会員様からの意向を聞きながら、タイムリーな話題性のある講演内容とすることにより集客

を図る。 
(2)実施内容を濃いものとするため、講師への事前要望や質問等も提示しながら実施する。 
(3)実際のﾋﾞｼﾞﾈｽｼｰﾝに応じた活用例等を提示することによって、参加者により身近なセミナーと

して感じてもらえるよう商工会議所様、商工会様、情報通信事業者等と連携して実施する。 
(4)告知については、開催予定日の4ケ月前を目途に初回のＰＲを実施します。 

3.会員サービスの充実 
(1)千葉支部ホームページ・メルマガを活用し、研修やイベントの開催案内を掲載し、タイムリ

ーな情報発信を実施します。 
更に「テレコムフォーラム」へ研修やｲﾍﾞﾝﾄの開催案内を同梱封入し、会員へ周知します。 

(2)イベント参加の多い、ホテル、経済団体、自治体、証券等の業種へＰＲ活動を行い、事業参
加者増を図ります。 

(3)あらゆる機会を捉え、ユーザ協会の事業内容の紹介活動を積極的に行い、新規会員拡大を図
ります。 

4.適正な業務運営の実施 
(1)地区協会から支部へ支払業務等を移管し、一括管理・一括処理を行います。 
(2)「現預金管理の適正化に向けた取り組み」及び「決裁・契約業務の適正化に向けた取り組み

」のチェック体制等を強化し、監査等の指摘防止を図ります。 

第四号議案 

平成26年度の事業計画について（1/2） 
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第四号議案 

平成26年度の事業計画について（2/2） 

-9- 

Ｎ
Ｏ

施
策
名

主
催

区
分

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

1
理
事
会
・
総
会

支 部 ・ 地 区

5
月
1
5
日

支
部

5
月
2
7
日

成
田
・
佐
倉

6
月
4
日

野
田
・
関
宿

6
月
5
日

銚
子
・
香
取
・
旭
・

匝
瑳

6
月
1
0
日

千
葉
・
,市

原
・
,東

金 ６
月
１
６
日

市
川
・
浦
安
行
徳

6
月
2
5
日

松
戸

6
月
2
6
日

茂
原
・
夷
隅

7
月
4
日

木
更
津

7
月
8
日

船
橋
・
習
志
野
・
八

千
代
・
鎌
ケ
谷
白
井

７
月
　
日

柏
・
流
山
・
我
孫

子
・
沼
南

拡
大
支
部
理
事
会

未
定

支 部

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

5
月
2
9
日
千
葉
①
②

ｸﾚ
ｰﾑ
電
話
応
対

6
月
1
3
日
千
葉

（
N
T
T
）

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

６
月
1
9
日
木
更
津

（
N
T
T
木
更
津
）

ｺｰ
ﾁﾝ
ｸﾞ
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

7
月
1
5
日
千
葉

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰﾚ
ﾍﾞ
ﾙｱ
ｯ

ﾌﾟ 7
月
2
3
日
千
葉

　
　

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰﾚ
ﾍﾞ
ﾙｱ
ｯ

ﾌﾟ 1
0
月
1
7
日
木
更
津

1
0
月
2
1
日
千
葉

1
0
月
2
3
日
千
葉

ｸﾚ
ｰﾑ
電
話
応
対

1
1
月
5
日
千
葉

1
1
月
2
0
日
松
戸

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

1
1
月
2
1
日
銚
子

（
ｲｵ
ﾝ銚

子
）

ｺｰ
ﾁﾝ
ｸﾞ
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

1
2
月
4
日
千
葉

ｸﾚ
ｰﾑ
電
話
応
対

2
月
1
3
日
千
葉

　

地 区

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

4
月
1
5
日
・
1
8
日

千
葉
（
N
T
T
）

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

4
月
2
4
日
松
戸
（
松

戸
商
工
会
議
所
）

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

5
月
1
4
日
野
田

（
野
田
商
工
会
議

所
）

5
月
1
6
日
木
更
津

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
木
更
津
）

5
月
2
0
日
銚
子

（
ｲｵ
ﾝ銚

子
）

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

6
月
1
1
日
野
田

（
野
田
商
工
会
議

所
）

6
月
1
1
日
船
橋

（
ｸﾛ
ｽｳ
ｪｰ
ﾌﾞ
）

6
月
1
8
日
館
山

（
館
山
商
工
会
議

所
）

6
月
2
5
日
木
更
津

（
N
T
T
木
更
津
）

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾏﾅ
ｰ

7
月
9
日
野
田

（
野
田
商
工
会
議

所
）

英
語
電
話
応
対

8
月
6
日
千
葉

ｸﾚ
ｰﾑ
電
話
応
対

8
月
6
日
野
田

（
野
田
商
工
会
議

所
）

ｸﾗ
ｳﾄ
ﾞｾ
ﾐﾅ
ｰ

（
B
C
P
・
B
Y
O
D
）

1
1
月
7
日
千
葉

経
営
者
管
理
者
研
修

中
旬
～
下
旬
千
葉

ｽﾏ
ﾎ･
ﾀﾌ
ﾞﾚ
ｯﾄ
ｾﾐ
ﾅｰ

日
時
未
定
千
葉

3
電
話
応
対
ｺﾝ
ｸｰ
ﾙ

（
研
修
・
ｺﾝ
ｸｰ

ﾙ）

支 部

電
話
応
対
ｺﾝ
ｸｰ
ﾙ概

要
説
明
会

５
月
8
日
･1

3
日

①
初
心
者
向
け

②
経
験
者
向
け

強
化
研
修

6
日
1
7
日
･1

8
日
･

1
9
日
千
葉

強
化
研
修

7
月
1
日
･2

日
･3

日
千
葉

7
月
4
日
柏

審
査
会
ﾃｰ
ﾌﾟ
収
録

（
1
5
日
間
）

7
月
2
2
日
～
8
月
8

日

地
区
大
会
審
査
会

９
月
1
日

県
大
会
出
場
者
特
別

研
修

9
日
1
8
日
･1

9
日

千
葉

千
葉
県
大
会

1
0
月
9
日
千
葉

全
国
大
会
(金

沢
）

1
1
月
1
4
日

4
情
報
施
設
見
学
会

地 区

5
新
春
セ
ミ
ナ
ー

支 部 ・ 地 区

千
葉
・
銚
子

木
更
津
・
東
葛

平
成
2
6
年
度
ユ
ー
ザ
協
会
千
葉
支
部
管
内
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
(案

)

2
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

←
　
全
1
0
地
区
　
→

講
師
選
定
（
7
月
下
旬
～
8
月
初
）

見
学
先
選
定
（
6
月
下
旬
～
7
月
初
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



1、開 催 日       平成２6年１０月９日（木） 
 
２、開催場所        千葉市内 
 
３、スケジュール（予定） 
       開会式  9：30～   競技   １０:１０～ 
       表彰式  17：00～  懇親会   １８:３０～ 
 
４、後 援（予定） 
 
       千葉県 
       株式会社千葉日報社 
       一般社団法人千葉県商工会議所連合会 
       千葉県商工会連合会 
       東日本電信電話株式会社千葉支店 
 
 
●表彰等ルールの改定について 
 (1)平成２１年度～平成２５年度まで、選手がｴﾝﾄﾘｰする区分を、「電話応対専門の部」・ 
 「一般の部」として実施してまいりました。 
 平成２６年度からは、全国大会と同様にｴﾝﾄﾘｰする区分を設けず、一元化して実施し 
 ます。 
(2)表彰に関しましては、 
  総合優勝＝＞千葉県知事賞 としていましたが、今後は優勝 ＝ 千葉県知事賞を 
 授与します。＜全国大会へ出場していただきます。＞ 
 ・その他は、準優勝(1)第3位(1)優秀賞(7)とします。 

第四号議案＜参考１＞ 

 第28回（平成26年度）電話応対コンクールについて 

 千葉県大会 
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1、開催日 
       平成２6年１１月１４日（金） 
 
２、開催場所 
       金沢歌劇座 
       石川県金沢市下本多町6-27                   
 
３、スケジュール（予定） 
       開会式  9：30～   競 技   １０:１０～ 
       表彰式  17：00～  懇親会   １８:３０～ 
 
４、後 援 
       総務省、石川県、金沢市 
       公益財団法人 仙台コンベンション観光協会 
       日本商工会議所  全国商工会連合会 
       社団法人 電気通信事業者協会 
       一般社団法人 日本ｺｰﾙｾﾝﾀｰ協会 
       東日本電信電話株式会社 
       西日本電信電話株式会社 
       株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
       エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 
          
 

第四号議案＜参考2＞ 

    第53回（平成26年度）電話応対コンクールについて 

    全 国 大 会 
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■テーマ 
『言葉がつむぐ信頼のきずな』 
 
■今年度の問題のねらい 
ビジネス電話応対の世界では、双方の思い込みや確認不足、説明不足など 
から、トラブルになることがしばしばあります。そうしたときに、お客様 
の不安感や不信感を和らげ信頼を取り戻し、お客様とのきずなを確立する 
には、どの様な言葉をつむぎ、どう応対すればよいかを考えます。 
 
■状況設定 
事業者名：株式会社まつい 
（石川県金沢市内にある、北陸の伝統工芸品を販売している会社） 
応対日時：２０１４年１１月１４日（金）午前１０時 
応対者(競技者)     :販売課営業担当 小林 悠（こばやし ゆう）社員 
お客様（模擬応対者）:前田 利（まえだ とし）様 
 
■問  題 
あなたは、金沢市内にある伝統工芸品の販売会社「株式会社まつい」の 
販売課営業担当小林 悠社員です。 
１１月１４日(金)午前１０時に、Facebook の情報をきっかけに「九谷焼 
焼酎サーバー（青粒あおつぶタイプ）と木製台のセット」を購入された 
前田 利様から「注文した内容と送られてきた注文明細書の記載内容が違う。 
Facebook に載っていた九谷焼の焼酎カップ（青粒あおつぶ・白粒しろつぶ） 
の記載がない。」と不安そうな様子で問い合わせの電話が入りました。 
 
※次の記載の内容を踏まえ応対をしてください。 

■前田 利様の情報 
住所：〒９２０-０９４１ 石川県金沢市芝町１-１１-３０-６０５  電話：０７６-２６２-２９６３  
上記情報は注文を頂いた際に、個人情報保護規定に同意を得た上、連絡先として記載している。 

■問い合わせの背景 

○ 前田 利様は、株式会社まついのFacebook に掲載された新着商品、「九谷焼焼酎サーバー（青粒あお
つぶタイプ）と木製台のセット」ならびに添えてある「九谷焼焼酎カップ（青粒あおつぶ・白粒しろつ
ぶ）」の写真を見て、友人の結婚祝い品として、「九谷焼焼酎サーバー（青粒あおつぶタイプ）と木製台
のセット」及び「九谷焼焼酎カップ（青あお粒つぶ・白粒しろつぶ）」を購入したいと考え、１１月１２
日（水）に問い合わせの電話をかけました。 
（前田 利様は株式会社まついのホームページを見ていません） 
○ 電話に出た池田宏美社員から、「この電話で注文ができること」を聞き、その時点で注文をしました。 
○ 前田 利様は、その際に、名前・住所・電話番号を伝え、「１１月２３日(日)には友人宅に持って行くた
め、土曜日に必ず届くようにして欲しい(２２日)は一日在宅)」と、依頼しました。 
なお、この時応対をしたのは池田宏美社員でしたが、前田 利様は池田宏美社員の名前を覚えていません。 
○ １１月１３日（木）、前田 利様は郵送で届いた商品代金振込みのための注文明細書、振込用紙を見まし
た。しかしそこには、商品名「九谷焼焼酎サーバー（青粒あおつぶタイプ）と木製台のセット」としか記
載がなく、振込用紙にも「税込価格２２,６８０円」と書かれていました。 
○ 前田 利様は、「注文した内容と注文明細書の記載内容が違う。 Facebook に載っていた九谷焼の焼酎
カップ（青粒あおつぶ・白粒しろつぶ）の記載がない。」と不安になり、１１月１４日（金）に問い合わ
せの電話をかけてきました 

第四号議案＜参考３＞ 

    第53回（平成26年度）電話応対コンクール問題について 

-12- 



平成26年度収支予算 
第五号議案 

-13- 

自 平成26年4月  1日～ 
至 平成27年3月31日 

１、収入の部 （単位：円） 

項目 
決算額 
(Ａ) 

予算額 
(B) 

増減 
(B)-(A) 

備  考 

前年度繰越金 1,241,851 2,430,612 1,188,761   

会費収入 3,602,585 3,480,000 ▲122,585 
・6,000円×580=  
・会員数の減 

雑収入等 3,537 510 ▲ 3,027 受取利息のみ見込む 

事業収入 80,562 150,000 69,438 
・施設見学の業務提携費増 
・参加者増を見込む 

合    計① 4,928,535 6,061,122 1,132,587 

2、支出の部 

区分 項目 
決算額 
(Ａ) 

予算額 
(B) 

増減 
(B)-(A) 

備  考 

事 
業 
費 

電話応対競技支出 187,012 290,151 103,139 地区収録会参加者増を見込む。 

セミナー等費支出 127,908 2,102,000 1,974,092 
研修の活性化を図るため、大幅な計画増
とした。 

施設見学会 246,166 612,000 365,834 参加者増を見込む 

組織強化費支出 144,557 144,000 ▲ 557 前年並みを計上 

小    計② 705,643 3,148,151 2,442,508 ― 

管 
理 
費 

会議費支出 580,630 771,000 190,370 理事会、総会の費用として見込む 

諸経費支出 424,866 424,000 ▲ 866 前年並みを計上 

小    計③ 1,005,496 1,195,000 189,504 ― 

表  彰  費④ 0 60,000 60,000 役員表彰費として計上 

内部
取引 

法人税等分担支出 17,828 18,000 172 前年並みを計上 

消費税等分担支出 169,525 170,000 475 前年並みを計上 

上部費支出 319,000 319,000 0 前年並みを計上 

小    計⑤ 506,353 507,000 647  ― 

当期支出額合計 
②+③+④+⑤=⑥ 

2,217,492 4,910,151 2,692,659 ― 

次期繰越収支差益額 
①-⑥＝⑦ 

2,711,043 1,150,971 ▲1,560,072 ― 



会 職 氏    名 事   業   所 等   名 役    職 

会長 青柳 俊一 株式会社千葉興業銀行 取締役頭取 

副会長 森  満 千葉商工会議所 専務理事 

副会長 佐久間 隆義 市原市 市長 

副会長 志賀 直温 東金市 市長 

理事 内川 久生 株式会社そごう・西武 そごう千葉店 執行役員 千葉店 店長 

理事 片倉 浩二 株式会社千葉銀行 経営管理部 部長 

理事 栗原 憲二 株式会社三越伊勢丹 三越千葉店 店長 

理事 中村 正博 一般財団法人千葉県農業会館 理事長 

理事 本間 正広 株式会社京葉銀行 取締役総務部 部長 

理事 加藤 勇 千葉日産自動車株式会社 取締役社長 

理事 植森 彰 日本通運株式会社 千葉支店 千葉支店長 

理事 岩田 利雄 千葉県市町村総合事務組合 組合長 

理事 高橋 義博 富士電機株式会社 千葉工場 工場長 

理事 榊原 義久 市原商工会議所 会頭 

理事 北村 隆  宇部興産株式会社 千葉石油化学工場 工場長 

理事 地引 佳夫 三陽メディア株式会社 代表取締役社長 

理事 川島 智 株式会社相互 代表取締役会長 

理事 山田 敬三 ＪＮＣ石油化学株式会社 市原製造所 代表取締役専務 製造所長 

理事 平田 雅治 古河電気工業株式会社 千葉事業所 所長 

理事 大滝 勝久 コスモ石油株式会社 千葉製油所 常務執行役員 所長 

理事 小泉 健 電気化学工業株式会社 千葉工場 執行役員 工場長 

理事 大坪 成彬 株式会社新千葉カントリー倶楽部 取締役 会長 

理事 川島 伸也 九十九里町 町長 

理事 椎名 千収 山武市 市長 

理事 秋庭 久夫 山武郡市農業協同組合 代表理事 組合長 

理事 古川 秀夫 東金商工会議所 会頭 

理事 金坂 昌典 大網白里市 市長 

監事 柗戸 利一 千葉市財政局 資産経営部 管財課長 

監事 中村 秀朗 協同組合東金ショッピングセンター 理事長 
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千葉・市原・東金地区協会役員名簿（平成26年4月～） （敬称略） 

・日本ペイント株式会社千葉工場長 中村 治彦様（理事）は、社内体制変更のため理事の継続
を辞退されております。 

・人事異動等で、新しく理事へご就任いただく方が8名いらっしゃいます。 
 株式会社そごう・西武 そごう千葉店店長 内川 久生様です、株式会社千葉銀行 経営管理
部部長 片倉 浩二様です、株式会社三越伊勢丹 三越千葉店長 栗原 憲二様です、日本通
運株式会社 千葉支店長 植森 彰様です、富士電機株式会社千葉工場長 高橋 義博様です、
ＪＮＣ石油化学株式会社 市原製造所 代表取締役専務製造所長 山田 敬三様です、古河電
気工業株式会社 千葉事業所長 平田 雅治様です。 山武郡市農業協同組合代表理事 秋庭 
久夫様です。 

・新しく監事へご就任いただく方をご紹介いたします。 
 千葉市財政局 資産経営部管財課長 柗戸 利一様です。 
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その他 

□平成２５年度電話応対コンクール地区大会において、優秀な成績を収め県大会に出場を果たした 
 15名様に対して、千葉・市原・東金地区協会表彰内規に基づき、表彰を行うことといたします。 
 また、本表彰に際しまして、表彰状と副賞を添え授与することとします。 

地区大会入賞者  

(敬称略、順不同) 

事業所名 氏  名 千葉県大会 

キヤノンカスタマーサポート株式会社 太田代 卓弥 

キヤノンカスタマーサポート株式会社 武田 泰直 

キヤノンカスタマーサポート株式会社 房枝 あやの 電話応対専門の部 優勝 

キヤノンシステムアンドサポート株式会社 
ソリューション販売事業部 

加賀谷 嘉信 

キヤノンシステムアンドサポート株式会社 
東日本カスタマーセンター 

鈴木 健 

キヤノンシステムアンドサポート株式会社 
東日本カスタマーセンター 

飯野 由紀乃 

キヤノンシステムアンドサポート株式会社 
東日本カスタマーセンター 

荻野 奈津美 

株式会社ＱＶＣジャパン 平川 道子 電話応対専門の部 三位 

株式会社ＱＶＣジャパン 篠澤 妙子 

株式会社ＱＶＣジャパン 中村 忠士 

株式会社ＱＶＣジャパン 中野 英行 一般の部 準優勝 

株式会社ＱＶＣジャパン 畑戸 尚美 

ドコモ・サポート株式会社 中村 明博 

ドコモ・サポート株式会社 進上 愛 

ホテルニューオータニ幕張 植村 早穂 


